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5 と 7 は使用しないでしょう。残りの 2，
3，4，6，8，9 は 2 や 3 で素因数分解でき

ることを理解しておきましょう。 上のように計算すると，オは 6 になる。

右の 3 つの式を合計すると，

A〜H の和は 2＋3＋4＋…＋9＝45－1＝44
なので，ア，イは（44＋10）÷2＝27 になりま

す。G＋H＝27−10＝17 です。G と H の

組み合わせは 8，9 と決定します。

組み合わせは（2×2×2）×2＝16 通りある

ので，ABC は全部で 16 個あります。
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　（A，D）＝（3，7），（4，6）の 2 通りあり，そ

れぞれ次の       の数を入れ替えることがで

きます。

（次のページに続く）

　377＝13×29 です。A＝3776＝136×296

なので，A の約数は（6＋1）×（6＋1）＝49
個あります。まず，1，13，132，133，…

について考えます。
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13 は，14 でわると不足 1（あまり 13）です。

×13 をすると，あまり 1（不足 13），
さらに×13 で，不足 1（あまり 13）になる。

29 は 14 でわるとあまりが 1 で，×29 をし

ても，あまりや不足は変わりません。約数

すべてに関して表にまとめると下のように

なり，全部で 4×7＝28 個あります。

29 は 15 でわると不足 1 です。この表に不

足 1 の数をかけるとあまりと不足が入れ替

わります。

さらに×29 をすると，あまりと不足が入

れ替わり元にもどります。次の表のように

なり全部で 2×4＝8 個です。
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　仕入れ合計は 26000−11600＝14400 円，

1 個の仕入れ値は 177.2〜188.3 円で，一の

位が 0 と考えれられるので 180 円です。

　仕入れ個数は 14400÷180＝80 個です。

□＋△＝80 個で，つるかめ算の計算をする

と，□＝50， △＝30 と求めることができま

す。答えは 50 個になります。

400 円×□＋200 円×△＝26000 円

26000 円

14400 円

売上

仕入れ

400 円　×
個数

＝

③

②200 円　×

⑤200 円　×

400 円の売れた個数が 6 割のとき

400 円の売れた個数が 7 割のとき

＝（400×3＋200×2）×　   ÷5＝約 177.2 円144
260
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260

①

②

②



年度 中学校入試問題 解説（算数）2019 灘中学校（1 日目）兵庫県神戸市

50番目の数をAとします。1からAまでに，

　　89 の倍数は A÷89（個），

　　113 の倍数は A÷113（個）あります。

個数の比が 113：89 なので，

89 の倍数は 50×     ＝27.9… → 28 個

113 の倍数は 50×　 ＝22.02… → 22 個

89×28＝2492 と 113×22＝2486 で，大き

い方の 2492 が 50 番目の数です。

113
202

113
202

これを計算すると，☆＝⑨，130 m＝② です。（MD＋MF）×2＝     に注目すると，

（☆＋130m）×2＋DF＝         → DF＝      なので，

　　　　　　　                     CD：DF＝2：0.5＝4：1 → DF＝130×     ＝32.5 mです。
⑨ ②

はじめの速さの和は 1×20＝20 km/時
で，2 人合わせて 2 km/時ずつ減ってい

くので，次のように変化します。

また，速さの差はつねに等しいです。

進んだ距離の差は中間地点 M を基準に

考えていきます。CM 間を☆とすると，

20 km/時 → 18 km/時 → 16 km/時

A

太 次

BC M
☆

中間地点

D

130m

F

1 回目

速さの和

AB

AB×2

AB×2

2 人で進む距離 時間比

18

40

45

20km/時

18km/時

16km/時

2 回目

3 回目

速さの差

MC×2＝☆☆

（MC＋MD）×2

（MD＋MF）×2

距離の差

①

①

①

 MC×2＝☆☆＝ 
（MC＋MD）×2
  ＝（☆☆＋130m）×2＝ 40

18

1 回目に出会うまでに進んだ距離の差は☆☆と表せます。表にまとめると下のように

なります。AB を 360 と置くと，（360÷20）：（720÷18）：（720÷16）＝18：40：45 と

時間比が求まります。3 回とも速

さの差が等しいので①とおきます。

45

0.522.5
1
4
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図 1 のように移動させます。半円から三角形アを取り除くと斜線部分が求まります。

この円の「半径×半径」の値は，対角線 10 cm の正方形の面積（50 cm2）と等しいので，

半円の面積は 50×3.14÷2＝25×3.14＝78.5 cm2 になります。図 2 より，三角形アの面

積は，12×10−（24＋6＋50）＝40 cm2，斜線部分の面積の和は78.5−40＝38.5 cm2になる。

4cm

4cm 6cm

10cm

2cm

O

ア

1cm
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4cm 6cm

10cm
50cm2

24cm2

6cm2

12cm

O
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図 1 図 2

A

B C

P
図のように線を引くと，正三角形の面積を 7 等分に分割する

ことができます。三角形CAP は三角形ABC の      倍なので，

面積は      cm2 になります。

1
7

1
7

（次のページに続く）
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2 種類の立体がそれぞれ合計でいくつ

あるかを把握しておきます。正四面

体は合計で 11 個あります（図 1）。
正八面体は，2 段までだと図 2 のよう

な位置にあらわれます。正八面体は

全部で 4 個あり（図 3），この 4 個は 3
面に色が塗られている立体である。

A

B

A

（図 4） （図 5）

正八面体

←1 段目

←2 段目

←3 段目

←1 段目

←2 段目

←3 段目
1 個

3 個

1 段目
2 段目

3 段目

1 段目

1 個 1 個3 個 6 個

2 段目 3 段目

逆向きのものが

あるので注意！
（図 1）

（図 3）（図 2）

 　2 つの面に色がぬられている立体

辺 AB に対して 1 つの正四面体があてはまりま

す（図 4）。辺は 6 本あるので，答えは 6 個です。

 　3 つの面に色がぬられている立体

頂点 A に対して 1 つの正四面体が 3 面に塗られ

ているものです（図 5）。三角すいは頂点が 4 個あるので，正四面体の個数は 4 個です。

すべての正八面体は 3 面に色が塗られているものなので，合計で 4＋4＝8 個になります。

①

②

まず図 1 の斜線のついた 6 面を組み立てる

と，直角二等辺三角形 3 枚からできる大サ

イズの三角すいに穴が空いた立体になりま

す（図 2）。この穴の内部に食い込むように，

残りの 6 枚も谷折りと山折りに注意して組

み立てます（図 3）。大サイズから，図 3 の

面 6 枚でできる立体を取りのぞいた立体で

す。取りのぞく立体は，中サイズから小サ

イズ 2 個を引いたものなので（図 4），

2×2×2×　  −1×1×1×　  ×2＝1 cm3，1
6

1
6

大サイズは 4×4×4×　  ＝      cm3，
32
3

1
6

求める立体の体積は      −1＝      cm3 です。29
3

32
3

4cm

2cm

1cm

まだ穴が空いている

大サイズ
中サイズ

小サイズ

×2−2cm
1cm

（図 3）（図 2）
（図 1）

（図 4）
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切断面は図 1 のようになります。切断面は

辺 AE や辺 AD ではちょうど真ん中の点で

交わることが図 2 より分かります。

正六角すい P-ABCDEF が，図 3 のア〜カ

の正三角形の面を底面とする三角すい 6 つ

が組み合わさった立体であると考えます。

これをそれぞれ切断します。

P を含む方の三角すいを考えます。
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合計すると，

     ＋     ×2＋     ×2＋     ＝      倍です。
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